
HTML5で誰でも作れる
スマホゲーム作成講座 
第１部スマートフォンゲームの現状と開発環境 

担当：田中裕行 



講義内容 

• なぜいまゲームアプリか 

• ゲーム業界の現状 

• 開発技法の変遷 

• HTML5によるアプリ開発とは 

• ゲームアプリの構造 

• 本格的な開発環境 

• HTML5によるアプリの事例 

• まとめ 



なぜいまゲームアプリか 

• ネットアクセスデバイスの変化 

– ネット利用者の多くがPCから携帯・スマホへ移行 

• スマホの普及によるゲーム利用者が急増 

– iPhoneユーザーの58.6％、iPhone以外のユーザーの36.9％がゲーム利用者 

• ソーシャルゲーム会社の売上と会員数（2011年4～6月期） 

– GREE 約210億／2641万人 

– DeNA 約346億／2971万人 

• ゲーム業界の変化 

– 大手ゲーム会社もコンシューマーからソーシャルへ参入 

http://itpro.nikkeibp.co.jp/article/COLUMN/20111018/370967/
http://mmd.up-date.ne.jp/news/detail.php?news_id=942
http://www.toyokeizai.net/business/strategy/detail/AC/da044121ee851bc115c8a48c1181c5fe/
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http://www.gapsis.jp/2011/04/blog-post.html


ゲーム業界の現状 

• コンシューマからソーシャルゲームへ 

– ナムコ、スクエニなど大手ゲーム会社の戦略転換 

– 大規模・長期開発から少人数・短期開発へ 

• スマホエンジニア（経験者）の争奪戦 

– 入社一時金の高騰（内定確定で200万～400万） 

• 大卒初任給（新卒）の高騰 

– GREEやDeNAが年収1000万～1500万を提示 

• 今年のトレンド 

– HTML5エンジニアの争奪戦になる模様 

http://nensyu-info.com/3403/
http://nensyu-info.com/3403/
http://nensyu-info.com/3403/
http://nensyu-info.com/3403/
http://nensyu-info.com/3403/
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http://nensyu-info.com/3403/


開発技法の変遷 

• 昨年までの開発技法（ネイティブアプリ） 

– iPhone Objective-C（実機での動作確認は有料） 

– Android Java言語（開発環境や動作確認は無料） 

• ソーシャル系はHTML5中心へ 

– モバゲー、グリー、ミクシーなどが揃って採用 

– その他、Facebookなどもアプリに参入 

• 販売チャネル（経路）の自由化 

– ネイティブアプリはマーケット（市場）が固定 

– HTML5だとマーケットを自由に開設可能 

http://www.atmarkit.co.jp/fwcr/design/ux/d89clip28/01.html
http://www.atmarkit.co.jp/fwcr/design/ux/d89clip28/01.html
http://www.atmarkit.co.jp/fwcr/design/ux/d89clip28/01.html


HTML5によるアプリ開発とは 

• そもそもHTML5とは 

– ブラウザ内に搭載された拡張エンジンのこと 

– 実際はJavaScriptを使って拡張機能を呼び出す 

– CSS3によってFlashのようなアニメーションも可能 

• 具体的な開発手順 

– テキストエディタでソースを入力→ブラウザで動作確認 

– インターネット上のサーバにアップロードして公開 

– 利用者はブラウザでダウンロードして端末に保存 

– PhoneGapでアプリ化してマーケットで販売することも可 

http://gihyo.jp/dev/serial/01/phonegap/0001


HTML5のメリット・デメリット 

• メリット 

– 非プログラマーでも習得が容易（まずはHTMLから） 

– 開発が容易で少人数・短期間の開発が可能 

– 開発環境や実機での動作確認がすべて無料 

– １本のプログラムがiPhone/iPad/Androidなどで動作可 

• デメリット 

– 主要マーケットで売るにはパッケージング化が必要 

– カメラやセンサーなどで未対応のデバイスがある 

– 3Dグラフィックス処理など高速動作が苦手 

 



ゲームアプリの構造 

• ゲーム全体 

– トップ画面、プレイ画面、リザルト画面の３面構成 

 

 

 

 

• プレイ画面の詳細 

– 入力→移動→判定→描画の繰り返し（フレーム処理） 

起動 

終了 

トップ画面 

プレイ画面 

リザルト画面 

入力 移動 判定 描画 



HTML5によるアプリの事例 

• 2D-RPG（フィールド移動）の作例 

• 2D-STG（シューティング）の作例 

• HTML5によるCGアニメーション 

– １個のボールの自由移動 

– 大量のボールの自由移動 

– マウスに反応する大量のボール 

• インターネットに公開されている様々なHTML5の作品 

– スーパーマリオブラザーズ、マリオカート、グラディウス 

– パックマン、テトリス、ビリヤード、アングリーバード 

– HTML5 Canvas and Audio Experiment 

http://arcade.rawrbitrary.com/mario/
http://www.nihilogic.dk/labs/mariokart/
http://appsweets.net/gradius/index.html
http://arandomurl.com/2010/07/25/html5-pacman.html
http://aduros.emufarmers.com/easel/
http://agent8ball.com/
http://chrome.angrybirds.com/
http://9elements.com/io/projects/html5/canvas/


本格的な開発環境 

• 統合開発環境 

– AptanaStudio3+日本語化プラグイン 

– Firefox（動作確認用のブラウザ） 

• 便利な補助ツール 

– Zen Cording（コード入力簡易化プラグイン） 

• 拡張ライブラリ 

– jQuery（洗練化されたGUIインターフェース） 

– jAction（ゲームを簡単に作るためのライブラリ） 

• 参考サイト：AptanaStudio3によるHTML5開発環境の構築 

http://digiwrite.ath.cx/~h_tanaka/tech/aptana/index.html
http://digiwrite.ath.cx/~h_tanaka/tech/aptana/index.html
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まとめ 

• ゲームとは、要はインタラクティブ（対話形式）なアニメーションのこと
です。 

• HTML5では、Webページを作る感覚でゲームが作れます。 

• 最近では、ゲーム以外のアプリでも、ゲーム的なアニメーションや反
応などが導入されています。 

• ゲームのマネタイズ（収益化）に関しては、アプリの有料化、アイテ
ム課金、広告収益（1クリック5円～15円程度）など、様々な方
法が個人でも可能となっています。 

• これを機に、ぜひゲームアプリの作り方を習得し、新しい時代のア
プリを作成して頂ける事を切に願います。 

• 以上、ご静聴ありがとうございました。 


